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第 2 章 π系を伸長した有限長単層カーボンナノチューブ分子 
 第 2 章では，π系を伸長した新たな有限長 CNT 分子である[4]シクロ-2,8-アンタントレニレン
（[4]CA2,8）の合成と構造解析を行った．CNT の重要な構造的特徴の一つは直径に比して非常に長
い筒状構造であるが，第 1 章で紹介した従来の有限長 CNT 分子はいずれも短いベルト状構造の構
築に留まっていた．そこで本章では次なる展開として，そのチューブ長の伸長を目指した．π系
伸長有限長 CNT 分子の分子設計にあたっては，大量生産されている赤色顔料，pigment red 168 に















Figure 1.  [4]Cyclo-2,8-anthanthrenylene ([4]CA2,8). (a) Synthesis of [4]CA2,8.  (b) Possible atropisomers 
and corresponding chiral index of [4]CA2,8.  (c) Molecular structure of 6,12-TIPSe [4]CA2,8.  (d) Packing 
structure of 6,12-TIPSe [4]CA2,8. 
 
  
第 3 章 有限長単層カーボンナノチューブ分子の幾何学的指標 
 第 3 章では，これまでに適切な表現方法がなかった有限長 CNT 分子の長さ・構造の指標を考案
した．一般に CNT の構造は「カイラル指数」と呼ばれる一組の整数 (n,m) により一義的に示され
る．CNT の幾何学的構造を示す多くの指標（チューブの円周 L，直径 dt など）がこの整数を用い
て表されるが，有限の「長さ」を示す指標は存在しなかった．第 2 章の伸長型有限長 CNT 分子と
以前の短い有限長 CNT 分子の長さの幾何学的指標による比較は不可能だった．そこで，長さを示
す幾何学的指標，Length index tf，および構造（原子数・結合数）の完全さ（充填率）を示す指標
である原子充填指標 Fa, 結合充填指標 Fb を定義した．提案した tf はカイラル指数(n,m)と両末端炭
素原子の座標情報［ 1 2)と 1 2)］を用いて  により得
られる．tf を用いることで，異なる構造をもつ有限長 CNT 分子の長さを定量比較することが可能




第 4 章 有限欠陥グラフェン分子とその錯視的構造 













Figure 2.  Cyclobis[4]helicene.  (a) Proposed structure of di-vacancy of graphenes,  (b) Structural 
formula of cyclobis[4]helicene.  (c) Molecular structure of (P,P,R,R)-cyclobis[4]helicene.  (d) Packing 
structure of cyclobis[4]helicene. 
 
  




















 第 1 章では，本博士研究の背景として，ナノカーボンと有限ナノカーボン分子の構造化学についての現在
までの研究が概説され，本博士論文で報告される有限ナノカーボン分子の位置づけが述べられている． 

















 第 5 章では，本博士論文のまとめと今後の展望が述べられている． 
 本研究で得られた成果は，らせん型・アームチェア型カーボンナノチューブ及び原子欠損グラフェンとい
う特異な分子構造をもつナノカーボン類の構造化学的理解に貢献するものである． 
 以上，本博士論文は松野太輔氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示している．したがって，松野太輔氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論文として合格と
認める． 
 
 
 
 
 
 
